
鰯の保全の状況や，それと相反する都市機能の充実度などによって・その用途内に確保され

るべき自然環敵対する要求度合も変化してくる0その関係を計量批は凱その地域，地域で

脂・保全すべき自然環境の最低水準をグリーンミニマムとした。

グリーンミニマムを設定するに当たってほ，仙台市16楓石巻市・塩竃市，泉市，名取市各

2地域・古胴・白石市，多賀租岩洛市・柴田町・富谷町各1地域の計8市2町の30地域に

わたり・2，550人について住民のアメニティに関する意鋤査を行った。

グリーバこマム設定の方法は，①用途別（住居・工業）に調査地域の自然環境質を測定し，

その地域の意識調査から満足度60パーセント（グリーンミニマムとして取り扱う自然環削半数

を超える人々の満足を得ることが必要とした数値）におきかえた場合の自然環境質指数を現

況の自然環境質指数からスライドした0②調査地域周辺の自然葬境質指数は当該地域を含むすべ

てのメッシュの平均値とした0③都市的鵬の集配どは，その雛的な指標として取り扱われ

ている人口の集積を用い，当該地域を含むメッシュの人口密度を人口集積としたC④自鯛境質

指数を横軸に，周辺の自然環鞘指数と人甘集積を縦軸忙とり・傾向線を求めることによってそ

れぞれのグリーンミニマム曲線を算出し，これらを勘案のうえ具体の事業計画に即して，個批

グリーパニマムを設定することとする。

なお，対象地域内の自然療靴っいては・個人の庭の植栽や農用地などについても，当該地域

の環境財として，公共性が高いと認められるものについては，植生評価度に加味することとし，

その植生評価度を・庭木，街路樹については「6」・路傍雑草群落を「4」，花壇などを「4」

水田「4上果樹園「4」とした。

また・今後の運用に当たってほ，さらに詞査地域を増加するなどにより，計算式を充実させる

とともに，周辺自然環境質の評価及び開発行為地域内の区軋規模，道路幅貞，公園種別などの

評価についても別碩定する運用指針によってこれを定めていく。

周辺の自然環境との関連は・自然環境質指数の性格上・1≦X，1≦yの条件を満たし，さ

らに，調査対象地域内の満足する自然界堵質指数の分布が，1・5≦Ⅹとなっていることから，

一応1・5を下限として傾向線によるグリーンミニマム曲線を設定したっ

（2）工業地域のグリーンミニマム

工業地域は・調査対象が少ないため，傾向線でとらえるまでには至っていない。

しかし・舶3地域でみると満足度（60パーセント）に相射る自然環餌指数の平均は

2・5である。
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